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 季節変化については、対流圏を一層ではなく上部（UT）、中部（MT）、下部（LT）の 3 層に分
けて議論している。オゾンゾンデの結果からは、極小はアンカラ、イスファハンともに冬季に見







用いた NOx や CO の影響などを調べ、夏のオゾン極大時にはアンカラは強い下降流域、イスファハ
ンは山岳による上昇流域にあること、オゾンと NOx には正相関が見られるがオゾンと CO には主に
逆相関が見られること、アンカラの LT ではヨーロッパの NOx 放出が大きく影響しているのに対し






み見られ、また LT のみ 2006 年を境とした増加から減少への変化が有意に見られた。これを TCR-












以上の理由により、MAHANI, Mona Esmaeili 提出の博士論文は、博士（理学）の学位論文とし
て合格であると認める。なお、本論文の主要部は現在論文誌に投稿中で１年以内に出版予定であ
る。 
